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■参加申込方法
栃木県総合教育センターのwebページ
http://www.tochigi-edu.ed.jp/center/
からお申し込みください。
FAXでお申し込みされる際も、申込用紙を
ホームページからダウンロードしてご利用ください。

■問い合わせ
栃木県教育研究発表大会実行委員会事務局
栃木県総合教育センター研究調査部内
Tel　028-665-7204
Fax　028-665-7303
E-mail  kenkyu-c@tochigi-edu.ed.jp

9:30~12:00
健康教育部会
心の教育部会
生涯学習部会
学力向上部会
児童・生徒指導部会
英語部会（小・中）

13:00~15:30
特別支援教育部会
情報教育部会
言語力育成部会
キャリア教育部会
校内研修部会
国際教育部会

土1  30
9:30~10:00
開会式

10:00~12:00

13:00~15:30
小学校学習指導部会
国語部会（中・高）
社会、地歴・公民部会（中・高）
数学部会（中・高）
理科部会（中・高）
英語部会（中・高）
幼・保・小連携部会
人権教育部会
学校経営部会

金1  29

2010

1    29 　・30金 土 栃木県総合教育センター

教育研究教育研究
発表大会発表大会
教育研究
発表大会

主 催／栃木県教育研究所連絡協議会・宇都宮大学教育学部・栃木県教育委員会　　後 援／栃木県小学校長会・栃木県中学校長会・栃木県高等学校長会

第10回記念講演
講師：宇都宮大学教授
廣瀬 隆人
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平成21年度 栃木県教育研究発表大会（第二次案内） 【会場】栃木県総合教育センター

第１日 １月２９日（金）午前の部 受付９：００～９：３０ 開会式９：３０～１０：００ 講演１０：００～１２：００

第10回記念講演

演題「おとなから変わる栃木の教育」 講師 宇都宮大学教授 廣瀬 隆人

第１日 １月２９日（金）午後の部 受付１２：３０～１３：００ 発表１３：００～１５：３０

部会名 小学校学習指導部会

○学力に関する調査結果の概要及び指導のポイント 総合教育センター研究調査部

「平成20年度栃木の子どもの学習状況調査」「全国学力学習状況調査」の結果にみられる本県児童 副主幹 小川 順子

の学習状況について説明し、調査結果を踏まえた学習指導の充実・改善を図るための視点を示す。

○活用する力の基礎・基本を保証する授業 栃木県教育研究所

算数の図形領域における、知識や技能を活用させる教材の工夫、学習課題の提示の仕方、発 那須塩原市立共英小学校

想を引き出す指導法について提案する。 教 諭 平田 敬三

○県立文書館の実物資料を用いた社会科授業の実践 栃木県立文書館

３年前から毎年実施している県立文書館所蔵の実物資料を用いた社会科授業は、教師と文書 館長補佐 松本 一夫

館職員が協力して準備、実践にあたる新しい形の博学連携事業である。そこで、これまでの実 日光市立栗山小学校

践事例を踏まえ、その成果と課題について報告する。 教 諭 芳賀 智一

部会名 国語部会(中・高)

○生きてはたらく言葉の力を育てる国語科学習指導のあり方 宇都宮大学教育学部附属中学校

－ＰＩＳＡ型読解力の育成を通して－ 主幹教諭 髙橋 重年

本校国語科では、生徒にテキストを「熟考・評価（書かれた情報を自らの知識や経験に関連

づけて考える）」させるため、指導過程の中に複数の教材を比較・検討する場面を作ることを

提案する。本年度、特に取り組んできた、文学的文章についての実践事例を発表する。

○新学習指導要領を踏まえた高等学校国語科における言語活動の工夫 県立今市高等学校

「高等学校における教科指導の充実に関する調査研究」において、新学習指導要領に例示された 教 諭 氏家 史乃

言語活動を参考にして実践に取り組んだ。「相互評価を生かして書く意見文」、「兼好の美意識に合致 総合教育センター研究調査部

した和歌を『八代集』から探す」、「漢文を基にした創作活動」の各事例について発表する。 副主幹 吉澤 正光

部会名 社会、地歴・公民部会(中・高)

○地域の概念的知識獲得をねらいとした「日本の諸地域」指導 日光市立大沢中学校

新学習指導要領では、７つ以上に区分された日本の諸地域を、異なる７つの考察の仕方で学 教 諭 齋藤 岳志

習するやり方に変わる。本来の意義ある地誌学習を成立させるためにはどうすべきなのか、学

習展開方法の一つを提案する。

○新学習指導要領における改善点を踏まえた地理の指導の工夫 県立真岡工業高等学校

「高等学校における教科指導の充実に関する調査研究」において、新しい学習指導要領にお 教 諭 高久 順

ける改善点を踏まえた地理の指導の工夫に取り組んだ。地図の活用や言語活動を重視した授業 総合教育センター研修部

実践について発表する。 指導主事 阿久津如子

部会名 数学部会(中・高)

○中学校数学科における活用する力の基礎・基本を保証する授業 栃木県教育研究所

県教育研究所の算数・数学科研究部会では、「数学の活用」をテーマに研究をしてきた。そ 真岡市立真岡西中学校

の成果を踏まえ、中学校第２学年で取り組んだ、１次関数の利用を環境問題と関連付けた授業 教 諭 鈴木 則夫

実践について報告する。

○高等学校数学科における活用する力の基礎・基本を保証する授業 栃木県教育研究所

高等学校の新学習指導要領では、課題学習を新たに位置付ける等、活用力をより重視する内 県立黒磯高等学校

容に改訂された。県教育研究所の算数・数学科研究部会での研究成果を踏まえ、生徒が主体的 教 諭 矢口 一也

に活動する授業実践例を報告する。

○高等学校における教科指導の充実に関する調査研究 県立烏山高等学校

「高等学校における教科指導の充実に関する調査研究」において、数学的活動に焦点をあて、 教 諭 竹中 謙介

「分かる授業」の実践に取り組んだ。発表では、生徒を対象に実施した「分かる」ことについ 総合教育センター研修部

ての意識調査の結果を交えて実践例を報告する。 副主幹 植木 淳

指導助言 学校教育課 指導主事 山岸 一裕

部会名 理科部会(中・高)

○科学的な表現力を養う理科授業 大田原市立金田北中学校

新学習指導要領における改善事項の一つである「科学的な知識や概念の活用」に着目し、授 教 諭 中村 友亮

業展開の工夫に取り組んだ。その実践について報告する。



- 2 -

○生徒が探求の深まりを実感し、主体的に学ぶ理科指導の在り方 県立宇都宮白揚高等学校 教 諭 齊藤 真史

「高等学校における教科指導の充実に関する調査研究」において、新学 県立高根沢高等学校 教 諭 河又美保子

習指導要領の改善点を踏まえた物理、化学、生物の授業展開の工夫につい 県立小山西高等学校 教 諭 橋本瑠美子

て取り組んだ。その指導事例を発表する。 総合教育センター 研修部副主幹 手塚 貴志

研修部指導主事 今井 和彦

研究調査部指導主事 滝田博之

部会名 英語部会(中・高)

○コミュニケーション能力を育成する指導の在り方 大田原市立黒羽中学校

小学校外国語活動の導入により、中学校の授業の改善が求められる。小学校で育まれた「コ 教 諭 萩原 孝夫
ミュニケーション能力の素地」を踏まえ、４技能をバランスよく育成する中学校の授業につい
て、いくつかの中学校の取組を交えながら発表する。

○新学習指導要領を踏まえた外国語指導の在り方 県立壬生高等学校
「高等学校における教科指導の充実に関する調査研究」において、新学習指導要領の改善点 教 諭 髙山 晃子

を踏まえ、コミュニケーション能力の育成を目指した授業の在り方について研究した。その実 総合教育センター研修部
践例を発表する。 指導主事 大岡 寿子

指導助言 学校教育課 副主幹 柴田 隆一

部会名 幼・保・小連携部会

○学びを視点とした幼児期から児童期にかけての指導の在り方 さくら市立河戸小学校

－幼児期の遊びと算数科とのつながり－ 教 諭 和氣 千春

幼児期の遊びと算数科とのつながりを考え、数概念や量感を養う遊びを取り上げ、研究保育

を行った。物とかかわる遊びを通して、どのような学びがあるのかを考察し、子どもの遊びと

学びのつながりや教師のかかわり方、幼・保・小連携の在り方について発表する。

○交流教育を考える－幼・保・小連携の協議から見えてきたこと－ 総合教育センター幼児教育部

今年度の地区別合同研修（幼・保・小）では、子どもの交流活動をテーマに幼児と児童の双 指導主事 高木 恵美

方に実りのある活動について協議した。県内の交流の実態や、そこでの課題等の情報を提供す

ることにより、幼・保・小連携の在り方を考える。

部会名 人権教育部会

○自他のよさを認め合い、思いやりの心をもって行動できる子どもの育成 那珂川町立馬頭西小学校

－伝え合う力の育成を通して－ 教 諭 久郷 雅子

平成20・21年度に、文部科学省の指定を受け、「自他のよさを認め合い、思いやりの心をも

って行動できる子どもの育成」を研究主題に、４つの部会で連携を図りながら研究を進めた授

業の実践例や活動等を発表する。

○地域との共生を推進する人権教育 県立栃木商業高等学校

栃木商業高校では、平成20・21年度に、県教育委員会より人権教育研究学校の指定を受け、全職 教 諭 興野 寛久

員が地域との共生を推進する人権教育の実現に向けて取り組んだ。その研究と実践について発表する。

○人権教育推進のための調査研究モデル事業 日光市教育委員会生涯学習課

日光市では、平成20・21年度に、文部科学省の委託事業として、人権教育推進のための調査研究モデル 課 長 小堀 潤二

事業を実施した。外国人の人権に関する取組を中心に、集会所事業等の人権教育・啓発事業を紹介する。

指導助言 宇都宮大学教育学部 教授 橘川 眞彦

部会名 学校経営部会

○組織マネジメントの考えを生かした学校経営の在り方 パネリスト さくら市立押上小学校 校長 中里 一成

教職員の協働性や学校の組織力を高めるため実践的な学校経営 小山市立小山城南中学校 校長 池澤 勤

の在り方を、小・中・高それぞれの実践をもとに、来場者ととも 県立上三川高等学校 校長 檜山 正弘

に考える。 コーディネーター 宇都宮大学教育学部 教授 遠藤 忠

第２日 １月３０日（土）午前の部 受付９：００～９：３０ 発表９：３０～１２：００

部会名 健康教育部会

○体育科学習の評価の研究－指導と評価の一体化を目指してー 宇都宮市立横川東小学校

体育科学習の評価の研究として、評価規準を作成し、その実現状況を把握し、分析・考察し 教 諭 小川 史子

て評価の改善工夫に努めてきた。また、有能感調査や形成的授業評価等を取り入れ、「指導と

評価の一体化」を目指して授業改善に取り組んでいる。それらの実践について発表する。

○自ら健康な生活を実践できる子どもの育成－わかる・できる歯と口の健康つくりを通して－ 鹿沼市立菊沢東小学校

現代社会において、生活習慣病の予防等は課題の一つである。その素地を養うためには、ど 教 諭 湯澤 敦子

のように健康教育を行うべきだろうか。本校の「歯と口の健康つくり」における授業実践、日

常指導、家庭・地域との連携の取組を紹介する。

○藤岡町での食に関する指導の取組 藤岡町立藤岡小学校（藤岡町

藤岡町では、各小・中学校と給食センター勤務の栄養教諭が連携し、横断的かつ縦断的に９ 学校給食センター）

か年を見据えた食に関する指導を進めている。また、地域との連携と共通理解を図り、学校外 栄養教諭 大畠 昌枝

においても子どもに対する食育を進めている。これらの成果と課題を紹介する。
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部会名 心の教育部会

○生活状況調査 総合教育センター研究調査部

平成20年９月に、総合教育センター研究調査部では、県内の小・中・高70校の児童生徒及び 副主幹 中山 観

その保護者を対象に、児童生徒の学校外での生活に関するアンケートを実施した。調査結果の

詳細な分析から、子どもの生活や意識を向上させるための手だてを考える。

○教育効果を高める学級集団づくり－Ｑ-Ｕによるアセスメントを基にして－ 鹿沼市総合教育研究所

鹿沼市では、学級集団の育成のために、小学校４年生から中学校２年生までを対象としてＱ 指導主事 金子 英利

－Ｕを導入した。その経緯と、Ｑ－Ｕによる学級アセスメントや人間関係づくりに関する研修 指導主事 中村健一郎

会の実施、そしてＱ－Ｕの結果と不登校のデータとの関連について報告する。

○豊かな心をもち、共によりよく生きる児童の育成 宇都宮市立晃宝小学校

－豊かなかかわりあいを通して、心はぐくむ道徳教育－ 教 諭 黒子 雅子

晃宝小学校では、平成20・21年度の文部科学省指定道徳教育実践研究校として、児童の心の

教育に取り組んできた。道徳の時間における指導の工夫・特別支援学級における道徳の指導・

道徳の時間と総合的な時間をつなげる工夫・家庭・地域との連携について発表する。

指導助言 宇都宮大学教育学部 准教授 上原 秀一

部会名 生涯学習部会

○博物館と学校の連携に関する事例調査研究 総合教育センター生涯学習部

社会教育施設である博物館と学校との連携について、生涯学習部では、現状や課題に関する 社会教育主事 若井田真一

アンケート調査を実施し、その中から先進的な取組についての事例研究を行った。調査等の結

果をもとに効果的な連携の在り方や充実のための方策について発表する。

○博物館と学校の連携に関する事例
①「那須野が原博物館の取組」≪学校・博物館・市民≫ 那須塩原市那須野が原博物館

小中学校の教員と博物館職員の協力により、博物館の資料・人材等を利用した授業等を行っ 館 長 金井 忠夫
ている。また、博物館の展示解説や子どもたちの体験活動には、学校支援ボランティア「石ぐ
ら会」が担当している。これらの実践事例について発表する。

②「川越市立博物館の取組」 川越市立博物館

博物館に指導主事を配置し、学校が博物館で効果的な活動を展開できるようにしている。ま 主 査 井口 修一
た、小中学校の教員と博物館職員で構成する博物館利用研究委員会を組織し、学校教育におけ
る博物館活用についての研究を進めている。これらの実践事例について発表する。

指導助言 宇都宮大学生涯学習教育研究センター 教授 廣瀬 隆人

部会名 学力向上部会

○栃木の子どもの学ぶ意欲の向上－学ぶ意欲の向上を図る指導の在り方－ 総合教育センター研究調査部

「学ぶ意欲」は学力の３要素とされ、学校課題に取り上げられることが少なくない。調査研 副主幹 宮井 由美

究事業「意欲の向上」では、次年度は実践研究に向けて、基礎研究を行ってきた。「学ぶ意欲」

を構成する要素、向上させるための働きかけ等について研究したことを報告する。

○基礎・基本の定着と指導のあり方について 上三川町教育研究所

－高い授業力を持つ教師集団と学ぶ意欲のある生徒の育成－ 上三川町立明治中学校

生徒の基礎・基本の定着の方策として、教師の授業力の向上を図るため、積極的に授業研究 教 諭 吉田 英晴

会を実施し、その中で生徒の小集団による話し合い活動等を重視した授業改善及び授業内外で 教 諭 石川 典明

子見友辺渡諭教。るす介紹ていつに組取の援支習学の

○基礎・基本の確実な定着と自ら学ぶ意欲と自ら考える力の育成 足利市立けやき小学校

－「教えて考えさせる授業」の実践を通して－ 教 諭 薄井 仁子

児童の学力を高めるために、実態把握・授業研究・家庭学習の推進を中心に取り組んでいる。足利市教育研究所

授業研究では、高等教育機関との連携を図り、算数における基礎・基本の確実な習得やその活 指導主事 岡部 陽一

用を目指し、「教えて考えさせる授業」を実践研究している。

指導助言 宇都宮大学教育学部 教授 遠藤 忠

部会名 児童・生徒指導部会

○人間関係を築く力を育てるための指導の在り方 藤岡町立赤麻小学校
中学校での適応を促進するためには、小学校でいかに人間関係を築く力を育てるかが鍵を握る。そ 教 諭 神宮司賢一郎

こで総合教育センターでは、小学校での具体的な実践を通し人間関係を築くために必要となる力を明 総合教育センター教育相談部
らかにするとともに、その効果的な指導について調査研究を実施した。そのまとめを発表する。 指導主事 塩田 裕子

○小中学校間の連携による児童・生徒指導の推進 那須塩原市教育委員会

－人格の基盤づくりを目指す「人づくり教育」における児童・生徒指導－ 指導主事 俵藤 秀之

那須塩原市では、合併時から一貫して「人づくり教育」の推進を目指している。市内全ての
中学校区で、児童生徒への指導の在り方について、小中学校が連携して連続性を意識した取組
を進めている。その中から様々な生徒指導上の問題解決に向けた具体例を紹介する。

○組織的な生徒指導の実践－小・中学校や地域との連携を大切にして－ 県立粟野高等学校

粟野高校では、生徒一人一人の学校への適応を促進するために、規範意識の育成や特別支援 教 諭 茅島 有子

教育の推進等に重点を置いた、組織的な生徒指導を実践している。また、その中で、小・中学

校や地域との連携に基づく教育活動を展開している。それらの取組を発表する。
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部会名 英語部会(小・中)

○外国語活動の実践事例－インプットを意識した「小鉢」作り－ 矢板市立東小学校

小学校外国語活動を行っていく上での基本的な考え方と、それを踏まえた実践的な活動例を 教 諭 井上 冨美枝

紹介する。一つの技法、一つの教材を組み合わせることで様々な活動に発展し、よりコミュニ 足利市立毛野小学校

カティブな外国語活動になるものと考える。 教 諭 内田 志保

○小山市小学校英語科を支える教育委員会としての取組 小山市教育委員会

－小中連携を見据えた新カリキュラム作成と研修を中心に－ 指導主事 齋藤 真樹

平成17年度から小山市で実施してきた小学校英語科に関して、本年度、教育委員会が学校を ＡＬＴ スティーブン・チェン

支援してきた取組から、小・中学校の連携・接続を見据えた新カリキュラムの作成と、教職員 キャサリン・マカーリック

対象の研修会の事例を紹介する。

指導助言 宇都宮大学教育学部 教授 渡辺 浩行

第２日 １月３０日（土）午後の部 受付１２：３０～１３：００ 発表１３：００～１５：３０

部会名 特別支援教育部会

○高等学校における支援が必要な生徒の指導 総合教育センター教育相談部

高等学校においては、特別支援教育に対する校内体制作りが本格的に始まったところである。 副主幹 梅澤 圭子

総合教育センターでは、高等学校における支援が必要な生徒の指導の在り方について、２年間

の調査研究に取り組んだ。その成果と課題について報告する。

○生きる力を育む生活単元学習の在り方 県立今市特別支援学校

－生活単元学習における子ども主体の指導計画づくり・授業づくり－ 教 諭 小林 和正

総合教育センターでは、特別支援学校での生活単元学習の充実に向け、生活単元学習におけ 総合教育センター教育相談部

る指導内容の明確化、発展性・系統性のある指導計画の作成、子どもの主体性が発揮できる授 指導主事 久家 康雄

業の在り方について、２年間の調査研究を行っている。その中間報告を行う。

○ＩＣＦの視点を生かした特別支援教育 栃木県教育研究所

－子どもの理解とよりよい支援のために－ 宇都宮市立中央小学校

ＩＣＦ（国際生活機能分類）は、ＷＨＯにおける中心分類の一つで、あらゆる人の健康や生 教 諭 渡邉 直子

活機能に関するものである。ＩＣＦの視点に立ち、子どもの生活全体を把握し、子どもの困り 茂木町立茂木小学校

感に対して、より柔軟かつ具体的に対応しようとした実践事例について発表する。 教 諭 村上 典子

部会名 情報教育部会

○ｅラーニングを活用した学習支援について 下野市教育委員会

下野市では、教育情報ネットワーク運用の一環として、「ｅラーニングを活用したひとり学 主幹兼指導主事 髙橋 修一

び」支援の研究を始めた。研究モデル校における先行実践を検証し、ｅラーニングの活用方法 下野市立石橋北小学校

や成果、課題について発表する。 教 諭 福田 尊史

○ｅラーニングを活用した研修支援プログラムの開発 総合教育センター研究調査部

総合教育センターでは、平成21年度の調査研究事業において、「ｅラーニングを活用した研 副主幹 小泉 浩

修支援プログラムの開発」に取り組んだ。開発したｅラーニングコンテンツを情報教育関係の

事前研修として活用した成果と今後の課題について発表する。

○Moodleによるｅラーニング活用実践報告 宇都宮大学教育学部附属教育

宇都宮大学では、2006年からｅラーニングを活用した授業実践を行っている。今回は、大学 実践総合センター

で行っている具体的な実践／活用の例、成果、そして課題について報告するとともに、今後の 准教授 川島 芳昭

学校教育への援用を考察する。

コーディネーター 学校教育課 副主幹 大崎 逸夫

部会名 言語力育成部会

○そもそもなぜ「言語力」の育成か？－各種学力調査から指摘される課題－ 総合教育センター研究調査部

「言語活動の充実」や「言語力の育成」が求められている。その背景としてPISA調査等が挙 副主幹 吉澤 正光

げられるが、その問題や分析結果を検討する機会はあまりないかも知れない。そこで原点に立

ち返り、各種学力調査の問題を実際に見て、そこから指摘される課題について改めて考える。

○「言語力育成プログラム（試案）」 栃木県教育研究所

栃木県教育研究所「言語力育成研究部会」では、幼稚園から高等学校ま 宇都宮市立細谷小学校 教諭 堀内 多恵

での、園児、児童生徒の言語力を育成するための体系的なプログラムづく 宇都宮市立豊郷中央小学校 教諭 飯野 洋江

りに取り組んでいる。今年度は基礎的調査として文献研究を中心に取り組 県立鹿沼商工高等学校 教諭 髙野龍太郎

んだ。その中間報告を行う。

○自分の気持ちや考えを適切に伝え合う力の育成 高根沢町立上高根沢小学校

－子ども同士がかかわり合う表現・体験・話合い活動を通して－ 教 諭 黒内 潤子

物事に素直に感じる力を土台として、話す・聞く力を伸ばしつつ、道徳性を培いながら望ま

しい人間関係づくりの力を育成することを目標とした。国語、学級活動等で話合い活動を推進

し、教育活動全般を通して望ましい人間関係づくりのための心を耕すことに取り組んだ。

指導助言 宇都宮大学教育学部 准教授 上原 秀一
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部会名 キャリア教育部会(シンポジウム)

○夢と希望をもった心豊かな子どもたちを、地域とともに育てる 宇都宮市立中央小学校

－「わくわくドキドキ夢体験」事業を通して－ 教 諭 鈴木 淑光

自分たちのふるさとをますます好きになり、働くことの大切さやすばらしさ、お金を得るこ

との尊さなどを実感し、将来に向けて大きな夢と希望をもてる児童の育成を目指して展開して

いる、宇都宮市立中央小学校の商業体験学習について紹介する。

○地域社会と連携した「生きる力」を育むキャリア教育 塩谷町立塩谷中学校

－10年目を迎えた「マイ・チャレンジ」の成果と今後の展望－ 教 諭 青木 友宏

県内に先駆けてスタートした塩谷中学校の「社会体験学習」も、本年度で10年目を迎えた。

これまでに蓄積されてきた本校のノウハウを紹介し、生徒の「生きる力」を育むための工夫や、

地域社会との連携、及びこれからの課題等について発表する。

○壬生高校の職場体験学習について－実践報告－ 県立壬生高等学校

"生徒が自分自身の進路選択をどのように考え、進路実現に向けてどのような努力をすべき 教 諭 木村 誠

か"をテーマに、生徒が自分に合った進路を選択するための一助として展開している、壬生高

校の職場体験学習について発表する。

○科学技術高校に向けた進学指導システムの構築と実践 県立宇都宮工業高等学校

2011年に開校する科学技術高校の基本構想の一つである「継続教育の充実」のために、宇都宮工 教 諭 蓮田 裕一

業高校では、国立大学進学に対応した進学指導システムを構築し、国立大学０人から20人を超える合

格者を達成した。また、産学官研究によるグローバルエンジニアの育成にも着手した。

コーディネーター 宇都宮大学教育学部 准教授 丸山 剛史

部会名 校内研修部会

○授業力向上を図る研修の在り方 大平町教育研究所

教育研究所と小学校・中学校６校において、授業力向上を図るために、 大平町立大平南小学校 教諭 田上 茂喜

学級や教科の壁を超えて授業研究に取り組んできた。その実践例を中心に 大平町立大平中央小学校 教諭 堀 千尋

紹介する。

○確かな学力をはぐくむ学習指導を目指した校内研修－校内授業研究会を中心に－ 真岡市立長沼中学校

長沼中学校では、確かな学力をはぐくむために、個に応じた指導の充実による「わかる授業」 教 諭 田上 香澄

の実践を学校課題の中心として取り組んでいる。同僚性と小規模校の特性を生かした校内授業

研究会の工夫の成果と課題を発表する。

○同僚性を高めるための校内研修の試みについて 栃木市教育研究所

－校内研修とそれを支援する教育研究所の在り方－ 研究所主事 池田 文久

栃木市では「同僚性」を高めるために校内研修が活発に行っている。この発表では、栃木市

立栃木第三小学校の実践を紹介しながら、栃木市内の各小中学校の校内研修を支援する教育研

究所の機能を紹介する。

指導助言 宇都宮大学教育学部 教授 松本 敏

部会名 国際教育部会

○わくわく楽しくグローバル
生徒たちにとって気づきのある楽しい国際活動（国際理解活動）の実践につなげるため、実践事例や活用法について映像な

どを使って紹介する。さらに、参加者にはワークショップ形式でアクティビティを共有、体験してもらう。

栃木県教育研究所 宇都宮市立横川西小学校 教諭 福田 良晴 日光市立今市第二小学校 教諭 鈴木 正彦

下 野 市 立 石 橋 小 学 校 教諭 村上 昭美 大 田 原 市 立 西 原 小 学 校 教諭 前野 香江

宇都宮大学教育学部附属中学校 教諭 高久由紀子 鹿 沼 市 立 粟 野 中 学 校 教諭 島方 千春

大 平 町 立 大 平 南 中 学 校 教諭 藤間 亮子 那須塩原市立黒磯中学校 教諭 菊池 由美

栃木県立宇都宮女子高等学校 教諭 中川 哲夫 栃木県立宇都宮北高等学校 教諭 高久 裕一

栃木県立鹿沼東高等学校 教諭 川島 智幸 栃木県立足利南高等学校 教諭 石井 秀和

参加申込方法
◆午前または午後の半日単位で参加できます。
◆参加希望を所属でとりまとめて、１月12日（火）までに、当センターのホームページからお申し込みください。

◆総合教育センターのホームページ（http://www.tochigi-edu.ed.jp/center/）

を開くと、左図のような画像が表示されます。「お申し込みはこちらから」

をクリックして、以下、画面の指示に従ってお申し込みください。ファク

シミリでお申し込みの際は、同ホームページより、ＦＡＸ用申込用紙をダウ

ンロードして御利用ください。

※当日の朝、エントランスホールにて、弁当（500円）の販売があります。
御希望の方は御利用ください。


